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※東雲（しののめ）色は本校のスクールカラーです。

太陽がまだ地平線の下にあり、空が明るくなり始める

朝焼けのような色のことをいいます。

今を掘り下げ、未来を見つめる

桃花台学園通信「東雲の空」

テーマ「笑顔輝け！青春Festival」のもと行われた
第１０回桃翔祭（体育祭）＝令和６年５月１８日

東雲の空

企業と共同開発したコラボパン発売

Shinonome Sky

今を掘り下げ、未来を見つめる
桃花台学園通信「東雲の空」

県庁初訪問

長崎知事に報告

長崎知事（前列中央）を囲み、株式会社ローソンの皆さんとの記念写真。知事の両隣りは食品加工コース所属の代表生徒、木村校長（後列右端）
＝令和７年５月２０日 県庁本館特別会議室

報告会終了後、県庁本館前にて。右端は遠藤食品加工コース主任



コラボパン『もも香るデニッシュ』発売の経緯

令和７年５月２０日
長崎知事表敬訪問 コラボパン発売報告

11:20

報告会場は、県庁本館２階の特別会議室。
机や椅子など会場のセッティングを終え、食品加工コース
３年石合さん、上原さんは、報告会のリハーサルをしました。
今回の報告は、パソコンを使用するため、視線が下向き
になりがちですが、長崎知事の顔を見ながら話をすることや
話すスピードにも気を付けながら最終の練習をしました。木
村校長から自分が伝えたい内容の部分ではゆっくり話すよ
うにアドバイスを受けました。

13:30

13:36

○令和６年５月、株式会社ローソン（以下、ローソン。）「緑の募金」による記念植樹をきっかけに関係ができ、
令和６年度に創立10周年を迎えた本校の記念商品となるパンをローソンと共同開発することで合意した。

○令和６年７月、全校生徒に記念商品のアイデアを呼びかけて募集し、選考の結果、県産桃ジャム使用のパンに
することが決定した。

○令和６年９月、コンビニなどで販売されているパンのパッケージを持ち寄り、「パッケージコレクション」と
題して学園祭にて掲示。これをヒントに食品加工コースの生徒が中心になり、パッケージデザインを考案した。

○令和７年１月、ローソン商品開発部担当者を招き、食品加工コース生徒が「お客様が買いたいと思う商品づく
りの考え方」に関する特別授業を受け、グループワークを行った。

○令和７年５月２０日、食品加工コース代表生徒が長崎知事に『もも香るデニッシュ』発売の報告をした。
○令和７年５月２７日、『もも香るデニッシュ』が関東甲信越地区のローソン約4,600店舗で発売。

報告会直前に本番をイメージしながらリハーサルに臨む

報告会は13時30分に始まりました。会の冒頭、木村校長
があいさつをし、主に桃花台学園の説明をしました。説明の中
では、産業技術科としての特色や卒業後の企業への就労率
などについて触れました。
知事に『もも香るデニッシュ』を試食していただくことが生徒や

教職員の誇りと自信につながっていくものと期待していると述べ
ました。

石合さんと上原さんはパソコンを使用しながら、
ローソンと共同開発するきっかけや『もも香るデニ
ッシュ』発売までの約10か月の道のりについて説
明しました。
緊張した面持ちでしたが、練習を重ねてきた
成果を発揮し、堂々と話すことができました。

レポート!



13:43

長崎知事が『もも香るデニッシュ』を試食。
知事「食べる前から桃のいい香りがしますね。毎年桃をいた
だくと夏が来たような気がしますが、ひと足早く夏が訪れたよう
な・・・。これはおいしいですね。山梨県はスイーツに力を入れて
いますが、みんなで学ばせてもらいます。今日はすばらしい物を
ありがとうございました。」と講評をいただきました。

長崎知事の講評を聞
き、安堵した生徒たちか
ら自然に笑みがこぼれま
した。

13:52

長崎知事らとの記念写真。

14時前に報告会は終了。その
後、生徒と木村校長は報道機関
の取材を受けました。
これまでにも様々な取材に対応
してきた生徒たちですが、写真のよ
うな囲み取材は初めての経験でし
た。テレビ局や新聞社から次々に
質問や感想を聞かれましたが、こ
れまでの取り組みや学んできたこと、
『もも香るデニッシュ』への思いなど
について話しました。

14:05

『もも香るデニッシュ』を試食した長崎知事の講評に耳を傾ける生徒



Pride（誇り） & Confidence（自信）

始業式、入学式で生徒たちに本年度のスローガンについて話しました。本年度のスローガン
は「Pride&Confidence」。日本語にすると誇りと自信です。生徒一人一人が、自分自身に誇り
をもち、桃花台で学ぶことに誇りをもって過ごしてほしいと願いを込めました。自分自身を知
り、自分の良いところ苦手なことを知る中で、自信をもって自分の強みで勝負していけるよう
になってほしいと考えています。そのためには、何事にも粘り強く取り組み、諦めずにやりと
げるような経験や、自分の持てる力を発揮し、積極的に社会の中で活動していく体験的な学習
が大切だと考えています。
また、「あたりまえのことがあたりまえにできる」ことが大きな自信につながり、誇りと

なっていくことも始業式で話をしました。あたりまえ・・・例えば、自分からあいさつできる、
気持ちを言葉で伝える、「ありがとう」「ごめんなさい」が言える、遅刻しない・休まないよ
うにする、正直に・うそをつかない・ごまかさない等々、卒業生の話や企業の人事担当者から
もたくさん話を聞いている、学校生活で大切に取り組んでいきたい内容です。
本年度のスローガンを達成する一つの手段として、

これまで行事の中で取り組んできた総合的な探究の時
間や学校生活全般を通じて取り組んできた自立活動を
時間割表の中に位置づけました。総合的な探究の時間
は、探究的な学びにより、生徒一人一人が自分の在り
方や生き方を考えながら、よりよく課題を発見し、解
決していくための資質・能力を育成することを目的に
「桃探」の授業名で、学年ごとに取り組みを行ってい
ます。まだまだ手探り状態ですが、充実した学習にな
ることを願っています。自立活動は、「自立を目指し、
障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度
及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。」ことを目的としています。自分を
知り、自分の強みを発揮し、周りとよりよい人間関係を築く学習も自立活動の一部になります。
本年度１年間、Pride（誇り） & Confidence（自信）を意識した学校生活をめざしていきま

しょう。

校長 木村 則夫

第11回入学式 ＝令和７年４月９日

もも香るデニッシュ
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